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わが 国 に お ける屋上 庭園 の 起源 と黎明期 に お ける展 開
に つ い て

Explore　the　Oldest　 Roof　Garden　in　Japan

近藤　三 雄
Mi 亡suo 　KOiVDos

1．はじめに

　都市の ヒー一”　Fアイラン ド対策の切 り札と して 、国や地

方 自治体の 様 々 な施策 ・事業の 展麗もあ り、屋上 緑化 が

日本で も本格的に始動 して きた。こ の よ うな屋上緑化が、

い つ 頃か ら行われ る よ うに なっ て きたの か大変興味深い

とこ ろ で ある 。 屋上緑化 の 起源や歴史につ い て は多くの

識者に よ っ て 、 これ ま で も断片的に語られ て きた 。 古い

例 の 代表的なもの として世界的に見れば紀元前 600年頃

につ くられたバ ビ ロ ン の 空中庭園の 所在は既に多くの 人

の 知 る とこ ろ で もある。屋上緑化や屋上庭園の 起源や変

遷はそ れ ぞれ の 気候風 土や建物 の 屋根に使用 され る素材

や 構造 の 違い によっ ても左 右 される。日本の 屋 上 腱園 の

起源や変遷につ い ては山田 Oによっ て概略がま とめ られ

て い る程度で、体系的に解明 されてい ない 。従来 の 見解

で は、最も古い 屋上庭園は明治 40 年につ くられた神戸

オ リエ ン タル ホ テ ル や三越呉服店とされて きたが、それ

以前につ くられ て い た可能i生もあ る 。 本稿で は 、 わが鬮

におい て、建物の屋根がい つ 頃、どうい う目的で、芝生

で緑化する芝棟や芝生屋根 が設 えるようになっ た の か 、

ま た、屋上庭園 と呼 べ るもの が何を目的として、い つ の

時代か らっ くられ る よ うに なっ た の か、そ の 所在と庭園

の 様相に つ い て 明 らか に した結果を述 べ る。

2 ．日本最古 の 芝棟と芝生屋根

（1）藁葺き屋根の 芝棟

　 日本で の 屋 ．瞬剥匕に関連した特徴的な展開と して 、ま

ずあげられるの は古くか ら各地の藁葺屋 根の棟仕舞い と

し て 用 い られ て きた芝棟の 存在があ る。亘 理俊次の著書
Ptに詳 し く、そ の 全容がとりまとめられ て い る、ただ し、

芝棟は 日本固有の もの で は なく、同様なもの がフ ラ ン ス

の ノ ル マ ン デ ィ
・一一de方 などにも見 られる。 しか しあ る時

期に 、 ほ ぼ国全体で 見られたの は fi本だけで はない か と

推測される。江戸時代に H本を訪れた欧米人 の 多くが、

日本各地にある農家の 藁葺鬣根 の 芝棟がつ くりだす景観

の 見事 さに目を奪われた よ うである Si。なお、各地 で復

元 され た縄文時代の 竪穴式住居に も芝棟が設 え て あるが、

こ れ は史実と異な る対応 と言 える。お そ らく縄文時代の

　黶
一1 芝蓬のよ蓄蔵が画かれて い る六曲一双江戸

　　　　　 函屡風全図の一部 （「江戸図驛風亅毎日瓠

　　　　　 聞社）

　注 1）点線部が緑化範囲

竪穴式住房で は草葺 の 棟の 固定 ・
雨漏 り防止 に粘土分の

多い 土を のせ 、そ の 士 の中に混 じっ て い た雑草の 埋 土種

子が発芽 した り、外か ら飛来して きた雑草の 種子が発芽

して 芝棟状態を形成 した こ とは十分考えられるが、芝棟

の 原初形態が縄文時 代の 竪穴式住居ににあ っ た とは考え

に くい。日本に おける芝棟の 起源 と変遷に つ い て は改め

て別 の 機会に詳 し く論 じたい と考えて い る 。

（2）江戸時代の 芝葺の 土手蔵

　北欧の ノル ウェ
ー等で 見られた木造家屋 の板葺き、樹

皮葺きの 屋根に冬季の 保温や夏季の 遮熱を目的と した芝

生 （草）屋根 のに っ い て は、こ れま で は、か つ て の 日本

の 住宅に存在したか否かは定か で は なかっ た。

　今般、江戸時代、江戸等で は度重なる火災か ら家屋や

家財を守るための 策として江戸橋広小路等で延焼防止策

としてつ くられた土手蔵 に、そ の 可能性が見つ か っ た 。

　土手蔵は明暦大火 （1657 年）後、火除土手 （延焼防止

帯と して の 役割を担わせ られた 日本橋川 の 河岸に、さら

なる 延焼防止効果 を上 げるた め 石垣 を積み、上 に延焼 防
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籔一一2　 孀 館豊須町武鯔 三階造全盛之図］ （帯立

函館鴎書館提供）

注 D 点線部が繍 匕範囲

止 に役立 つ 松を植えた もの ）を利用し、その 内部を改装

して倉庫 として 使 えるよ うにしたもの とい うこ とで そ の

名があるが、実際は石垣を積ん で倉庫状の 建物と し、そ

の 上 を芝葺 きの 屋根 で 覆 っ た もの で あ る。屋根 に 土をの

せ ただけで は風雨で 土が浸食されて しま うため、それ を

防 ぐた め に 芝力殖 え られ た もの と思われ る。そ の 後 、 芝

葺屋根で は倉庫内に湿気をもたらし、肝心 の収蔵品に カ

ビ が生えて し ま うため互葺に代え、倉庫として の 機能を

向上 させた と言われ る。芝葺の屋根を有した土手蔵が存

在 した年代は、16GO年代の 後半か ら 1700年代初 め の 比

較的短 い 期問で あっ たと推測され る suet’・）。倉庫 も建 物 の

覊 に入るもの で あ り、そ の 芝葺の 屋根は、ま さに今で

言 う芝 （生）屋根であ り、こ の こ とか ら日本に も約 300

年前に北欧等で見 られたよ うな芝 （生）屋根が建物の 屋

上に存在して い た とい うこ とになる （図
一1）。

　また、こ こで興味深い の は、土手蔵の 屋根を葺くため

に使用された芝が どうい うもの で あっ たかとい うこ とで

ある。江戸時代に は既に大名庭園ばか りで な く、商人の

庭にも芝生は用い られ て い た
8）。また、延焼防止策と し

て 各所 に 設けられ て い た火除地等の 空地 に も防塵の ため

芝生が張られて い た とい うこ ともあ り、土手蔵の屋根を

葺くた め の 芝 の 入 手 は容易で あ っ たと推察され る。種類

としてはシ バ （ノ シ バ ）あるい は コ ウシ ュ ン シ バ （コ ウ

ライ シバ ）が用 い られて い た と思われ る。

写真一1 武蔵野楼古写真 （市立函館図書館提供）

注 1） 点線部が緑 化範囲

る。各種文献 の 記述 9）　 10）、錦絵、古写真等か ら総合的に

判断す る と、武蔵野楼 の 屋上 に は 間違 い なく屋上庭園 が

実在して い た 。 また、箱館 減 辰）戦争の 折、 明治 2 年

5 月 11H の 新政府軍に よ る箱館総攻撃を翌 日 に控え、

榎本武暢らの箱館政府（旧幕軍）の幹部たちが武蔵野楼で

別盃を交わ した とい う記述もあ り ID  、そ の 文献にも2

階の 屋上には庭園が設けられてい たとされ て い るこ とか

ら、文久年間 に武蔵野楼が 建設 され た時点 に併せ て 屋上

庭園もつ くられ て い た と推察 され る。武蔵野楼は明治 6

年には他 の 場所 に移 っ た とされるため、武蔵野楼の 屋上

庭園 は幕末（文久年 間 1861 〜1864）に つ くられ、明治

6（1873）年までの 10 数年間、つ ま り幕末か ら明治にかけ

て の 時代の 大きな転換期に北 の国際的商都、箱（函）館の

華やか な歴史 の 舞台の
一
役を担っ た。

　武蔵野清次郎が どうい う意図で 妓楼 の 2 階に屋上庭園

をっ くっ た の か を示す記述は 見つ か っ て い ない が、当時

の 箱館には 21 軒の妓楼があっ た と言われ、他 と潮 呀匕

を図り、人寄せ ・集客効果を狙 っ て つ くられ たもの と推

察され る。いずれ に して も明治以前の 日本家屋 に屋上庭

園がつ くられ て い た とい う事実は他に は な く、現時点で

明らか に なっ て い るわが国最古の 屋上庭園で あるとい う

位置付けがで きる。

3．日本最古の屋上庭園は箱 （函）館 「武蔵野楼」

　武蔵野楼は、武蔵野清次郎 が 文久年問 （1861 〜1864 ）

に築島の 豊川町 に建て た妓楼で ある。当時と して は珍し

い
一
部 3 階造りの 建物で 2 齷 上部分に 屋上庭園 カミつ く

られて い た。具体的な屋上庭園の 様子は、明治 6（1873）

年に
一
曜斎国輝 に よ る錦絵 「箱館劃 聯 丁武蔵野三階造全

盛之図」 （図一2）に詳 しく画か れて お り、 妓楼の 座敷か

ら眺め られ、2 基の 灯篭や池、橋、石組、飛石あるい は

高木 （花木）が植栽 され て い る本格的目本庭園 の 趣 の あ

るもの で、その 規模は錦絵に画 かれた様子か ら推察する

と 100   内外の もの で あ っ た と考えられ る。函館図書館

所蔵の 古写真 （写真一1）に は武蔵野楼 の 全景が映っ て

お り、 古写真にも
一

曜斎国輝が画 い た錦絵の 庭園部分と

整合する と思われる箇所に樹木が は っ きりと映っ て い

4 ．明治中期の屋 上庭園

（1）東京銀座　岩谷商会本店の屋 上庭園

　 「明治の たば こ王 」 として名をは せ た岩谷松平の 店舗

兼焦宅は東京 。銀座煉互街の
一

画、現在の 松屋銀座 の 位

置にあり、間 口 が 46m に及ぶ連屋で 2 階建て、和洋折衷

で
一

部 1 階の 陸屋根には立派な庭園がつ くられ て い た 。

現時点で は実物の 写真 1 葉 （写真一2＞と写真解説と し

て 「岩谷商会 の 屋上 に は写真の よ うな庭園が あ り、夏に

なると滝 が落 ちる よ うに仕掛けられ て い た。」
1艶 い うも

の 以外に、そ の 庭園の 内容 を具体的に示す記述は見つ か

っ て い ない 。写真で 見る限 り、芝生 に舗石 も配 し、植栽

や石橋、井戸の よ うなもの もあ り、鉢植 の 植物も並べ ら

れ て お り、 先の 記述 の ように滝が落ち る仕掛けもあ っ た

とい うこ とか らも贅を尽 く した壮大な屋上庭園であ っ た
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こ とが伺 える。なお、永井龍雄 が岩谷松平を主人公 に し

て 読売新聞に連載した新聞小説 『けむ りよ煙』の 中で 「銀

座 の 表通 りに 面 した店舗 は 間 口 30 間、煉瓦の 総2 階建

て だ が、それ を 背 に別棟を建て 階下 は倉庫屋 ．ヒが庭園に

なっ て い た 。 築山あ り、 植込み もた っ ぷ りした当時とし

ては珍しい もの だ っ た 」 と記され て い る 。

　そ の 証拠 に、明治 42（1909）年 10H4 日付けの都新聞

に 「かっ て岩谷松平氏 は屋上 に 一大庭園を造 り、世人 の

大喝采 を博 し た」 とある。また、こ の 記事に は 「屋上庭

園、元祖は岩谷松平」 とい う見出しが付けられ て い る。

作庭年代は不明で あるが、屋上庭園の ある建物は明治 37

年には買収 され、無 くな っ た とい うこともあり、 岩谷松

平の 足跡や、岩谷松平につ い て の 研究者 の 見解から総合

的に判断すると、明治 20 年代後半か ら30年代初頭にか

け て つ く られ た もの と推察され る。

　イ轍 、岩谷松平 が 屋 上庭園 をつ くっ た か に っ い て は 、

おそ らく、たば こ を売 るた め に宣伝上 手 で あ っ た彼が 、

そ の頃で は珍 しい 壮大な庭園を店舗の 2階につ くるこ と

で、世間の注目を引き、宣伝の道具につ かっ た もの と思

われる。そ の 証拠 に明治 34 年 3 月に、今 目で い うCM

ソ ン グで ある 「天狗煙草当世流行節」 をつ くり、その
一

節に 「屋根の 上 に もお庭が ござる 、 岩谷で なん とし ょ。

富士 の おその に川もある。見下ろせば滝 の 音。 天狗はえ

らい ね。テ ナ コ トオ ッ シ ャイマ シ タ ヨ 。 」
1abとある。

（2）策京銀座服部長七邸の屋上庭園

　人造石 販売業（左官業）の 服部長七 は、多くの 土木事業

を手が け 、 自ら開発 した 「長七 た た き」（現代 の セ ラ ミ ッ

クス 関連の トッ プ企業が開発 した
‘‘
焼かずに固め るセ ラ

ミ ッ ク ス 床材
”

に も応用 され て い る もの）で、その 分野

で は っ とに有名な歴史的な人物 で ある。その 自宅が 当時

の 京橋区鈿 座 1 丁 目に あ り屋上庭園がっ くられ て い た。

その 屋上庭園の 様子 に つ い て、富家正義が明治 29（1896）

年 7 月発刊の 『日本園芸学雑誌 （第74号）』に、日本園芸学

会第 24 回小集会で 、 田中芳男氏 の 説話の 概要 を 「服部

氏 の 屋上 の庭を観る」とい う題 目で詳しく報告 し て い る。

その 内容が そ の ま ま東京都庁編纂の 『東京市更稿 （遊園

編第七）』に 「この 頃、銀座に屋上庭園を築造して住す る

者有 り」 と題 し、転記 され て い る。さらに、その 概要 が

読売新聞の 明治 29 年 8 月 21 日号 の 朝刊にも 「屋上 の 庭

園」 と題 し、掲載 され て い る。当時 、 大変な話題 になっ

た こ とが 容易に推察される。作庭年代も明治 29 年あ る

い はそれ以前で ある こ とも明白で ある。 自前の 人造石を

駆使 して建て た 自宅の 屋上 に灯篭や手水鉢、飛石 、 沓抜

石、さらには池や植栽を配 した本格的な 日本庭園で あっ

た とい う。先に述べ た よ うな記事 の 中に、屋上庭園 の 内

容を示す、詳細な記述は あるもの の 、そ の実物が映 っ て

い る 写真は ない。服部長七 の曾孫の 自宅等にも、その 写

真等資料 は
一

切 、 残 されて お らず、曾祖父 の 自宅の 屋上

に庭園がつ くられ て い た とい う事実す ら曾孫の 方は 承知

して い なか っ た。郷士史家の 中根仙吉に よ る 「服部長七
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提供）

伝」
15＞に も屋上庭園の こ とは

一
切 、 触 れられてい ない 。

5 ．屋上庭園とい う呼称に つ い て

　黎明期の 当時、建物 の 屋上部につ くられた庭園は何と

呼ばれ て い た か とい うと、明治 29（1896）年 に服部長七 の

もの を紹介した 『目本園芸会雑誌』に は 「屋上庭園」 と

い う表現が何度も使われてい る。筆者の 調査で は今の 所、

屋上庭園とい う言葉が初めて出てきた の は、この 記述で

あ る。明治 40 年の 三越呉服店の 広告には 「空中庭勵 、

明治 42 年に岩谷松平や水橋義之助の もの を紹介した都

新聞 の 記事で は 「屋上に作庭（やね の うへ につ くりに は）

とされて い た。また、何 と明治 42 年に発刊された北原

白秋 らによる文芸誌の タイ トル が 『屋 上庭園』であっ た 。

屋上緑化に関 して は全 くの 門外漢 で ある俳入 らの 雑誌の

名称に使われた こ とか らすると、この 頃に は あ る程度、

屋上庭園とい う言葉が 一部で 認知され て い たと推察され

る。 明治 43 年、ニ ュ
ー

ヨ
ー一

クの もの を紹介した読売新

聞の 記事に も 「屋上庭園」 とい う表現 が用 い られ、建 築

雑誌には 「屋上庭園の備」 とい う記事が掲載された 。 同

年に浅草の ル ナ パ ー
クの もの を紹介 した建築雑誌の記事

に は 「屋 tUle一フ ガ
ーデ ン 」 と表現され、同様の こ とを

報じた読売薪聞で は 「屋上庭勵 と表現され て い る。時

代が進 ん で 大正 か ら昭和の 初期にか けて造園や住宅 の 関

係雑誌 に は多くの 識者が相次 い で 「屋上庭園1 とい う表

現を用い
、 関係記事を書い て い る。

　今の とこ ろ、日本最古の 屋上庭園で ある箱館の 武蔵野

楼 の もの が 、 当時何 と呼ばれて い たの か、関係する記述

は見 つ か っ て い ない ，大変興味深 い とこ ろ で ある。い ず

れ に して も 「屋上庭園」 とい う言葉自体、明治 中期 か ら

使用 され 、そ の 他 で は 「空中庭園」 や 「ル
ー

フ ガーデ ン 」

とい う呼称 も使われ て い たが、屋上庭園が圧倒的に多い。

現在、頻繁に使用されて い る 「屋上緑化」 とい う用語 が

い っ 頃か ら使われだした か定か で はない 。 昭和初期まで

の 関係文献等には、そ の 記述は見当た らない 。

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japanese Institute of Landscape Architecture

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　工nstitute 　of 　Landsoape 　Arohiteoture

6．屋上庭園がつ くられた理由 ・目的

　幕末か ら明治にかけて何故、 屋上庭園がつ くられたの

か は 大変興味深 い 。ニ ュ
ーヨ ークの 屋 上庭園事情を報じ

た 明治 43年 8月 27 日付の読売新聞に は 「西洋で流行る

渥上庭園 の 設備を作る事は将来、京橋、日本橋辺 の 空地

の 少ない とこ ろで は小公園を作る と等 しく大 い に必要な

こ とで もある し、都会の美観を増す手段 に もなる の で あ

る。」 と記述され て い るよ うに土 1 升金 1 升 の 土地の 有

効利用 とい うこ とが、まず挙げられ る。都市の 美観形成

や屋 ヒか らの 眺望や展望を楽しむ た め とい う理 由もあ っ

た 。 また、幕末に っ くられた箱（函）館の 妓楼 の 武蔵野楼

の 屋．上庭園は 、 当時 、 箱館には 21 軒もの 妓楼があっ た

とされて い る こ とから 、 おそ らく屋上に庭園をつ くるこ

とに よ っ て世人の 注 目を喚起し、宣伝 ・集客効果を狙 っ

た営業戦略上 の 仕掛けで あ っ た と推察される。同様に岩

谷松平の店舗兼住宅 も稀代の 宣伝上手 と言われ た岩谷 の

こ と、 同業者との熾烈な煙草の 販売合戦を勝ち抜くため 、

明らか に屋上庭園も宣伝効果を狙っ て つ くっ たもの と思

われ る。また、先に 述べ たよ うに明治 42年 10月 4 日の

都新聞に 「か つ て岩谷松平氏は屋上に
一
大庭園を造り、

世人の 大喝采を博 した」 と記述され て い る こ とか らも、

その こ とを窺い 知 る こ とがで き る 。 そ の 後つ くられた東

京銀座の 三越呉服屋店や明治 42 年に横浜伊勢佐木町 の

越前屋呉服店などの 百貨店は明 らか に宣伝 ・集客効果を

狙 っ たもの で ある。また、同新聞記事には、日本橋小伝

馬町の 水橋義之助 が住宅 の 屋 上 に京風庭園をつ くっ た こ

とが報じられ、「新築 したれ ども、階上 の 風通不充分なる

と、玄関食堂 は平家の 建続きにな り居 るよ り、夏に至 れ

ば暑さ甚きゆえ、遂に庭を造らんと思立ち」 と記され、

既 に当時か ら今日と同じよ うに、夏の 暑さ対策で屋上庭

園がつ くられて い た とい うこ とは 大変興味深い。既に こ

の こ とは、明治 29 年 8 月 21 目の 読売新聞で服部長七 の

屋 止庭園 を報 じる記事 に も 同様 の 指摘がな され て い る。

さらに、「屋上庭園の備」 と題し、ニ ュ
ー

ヨ
ー

ク の病院の

屋 上庭園 を紹介 した 明治 43 年 の 建築雑誌に は、呼吸気

病、神経病患者の 大気療法を行 うには屋 ヒ庭園は最も都

合が良い と記述され て お り、保健衛生効果 を狙 っ たもの

で ある こ とが紹介され て い る の も興味深 い。

　以上、当時 か ら屋上庭園は 、土地 の 有効活用策、な ら

び に都市の 美観形成や展  望の 揚 として 、また、宣伝 ・

集客効果を上げ るため 、 夏 の 暑さ対策、さらに は保健衛

生効果など、様 々 な役割や効果 をあげ る こ とが期待 され、

つ くられ て きたこ とが判明 した 。

7 ．あとがき

　わが国で は 1600年代の 後半か ら1700 年代初め の 江戸

で既に芝生屋根が っ くられ、ま た 文久年間 （1861〜1864

年）に は箱 （函）館 で 本格的な屋 上 庭園が つ くられて い

た こ とが 解 っ た。これ らが 今 の と こ ろ、わ が国 に お ける

最古 の 芝生屋根 、 屋上庭園であるとみなせ る。 また、詳

．細は不明であ るが、横浜居留地に明治 14（1881）年につ く

られたアメリカ系船舶供給会社の ラン グフ ェ ル ト＆メイ

アーズ祉の 屋 上 に庭園がつ く られ て い た こ と を示 す絵 と

絵葉書 （古写真）も入 手 して い る。い ずれ に して も明治

中期が 日本における屋上庭園の 黎明期にあた り、本格的

コ ン クリ
ー

ト建築物が導入 されるよ うになっ た明治 40

年以降、陸続 と屋上庭園がつ くられ る ようにな っ た。こ

れ らにつ い て は別途、体系的に整理 して 発表する機会を

持ちたい 。とこ ろで、屋上庭園の 黎明期 の 代表作とも言

え、同 じ東京銀座 で 、 ほ ぼ同時期に本格的な屋上庭園を

つ くっ た岩谷松平と服部長七 とどちらの もの が 先 に つ く

られたの か大変興味深い とこ ろで ある。先 に述 べ た よう

に服部長七 の もの は明治 29 年かそれ以前であるこ とは

間違い ない，，『明治世相編年辞典』16）に は、明治 29（1896）

年 6 月 「こ の 頃、服部長七氏屋上庭園を築造す。（中略）

こ う した試み は、その 後も金満家の 道楽として岩谷松平

などにより数奇をこ らしたもの が喧伝 された。」 とある。

しか しなが ら、 岩谷松平の もの は先述 したよ うに明治 20

年代後半か ら 30 年代初頭にかけて つ くられた もの であ

り、どちらが先か、その順番は判然 としな い。

　 なお、最古 の 屋上庭園や黎明期の 屋上庭園の 作庭に具

体的に どの 様な人が 、
い かなる技法を用 い 携わ っ て い た

の か も究明するつ もりで い たが 、 残念 なが ら現在 、
こ れ

らの 点を示す資料は見当た らず、今後の 課題と したい 。

　 本稿の 作成にあた り、多くの関係機関や関係者か ら貴

重な資料や示唆に富む助言の提供を受けた。記 して誠意

を表したい。
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